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和服のめりけんじやつぷ、アメリカを訳す──翻訳家としての谷譲次／牧逸馬 



































































 昭和初期のいわゆる「円本」ブームは、1926 年から 1930 年まで続いた。
それに乗る形で新潮社は 1927 年から 1930 年に 57 巻の『世界文学全集』を
発行、谷譲次訳『人われを大工と呼ぶ』は早坂二郎訳の『百パーセント愛国


























〔 4 〕 
して、谷譲次がこの作品の中に見出した「奇抜なナンセンス」が存在するこ
とは疑いの余地があるまい。 







































































































































〔 8 〕 
Bear in mind, my friends, I am come among you; and I shall not desert 
you. I give you my justice, I give you my freedom. Your cause is my 






















































































































ですよ」（訳 72）と話しかけているが、原文では巡査のせりふは “Now 
wouldn’t that jar you? Holy Christ, if you’d hear some of the nuts we have 
to listen to on street-corners!”（原 85-86）である。原文の巡査は「まった
く、たまりませんよ」という間投詞として “Holy Christ” と言っているわけ
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ころなり」（訳 85）といった文言を付け加えている。あまつさえ、“a long ago 
















you, Mr. Carpenter is not a radical!… He’s a Christian!”（原 92）と叫んで















































劇場へと引かれてゆくカアペンタアの様子は、原文では “the prophet was 






With these words he started to run down the street; hauling up his long 
robes—never would I have dreamed that a prophet’s bare legs could 
flash so quickly, that he could cover the ground at such amazing speed!... 
We came out on the Broadway again, and there was more crowds of 
soldier boys: the prophet sped past them, like a dog with a tin-can tied 











〔 12 〕 
へ空缶を結びつけた犬のやうに、猛烈ないきほひですつとんで行く。 
 

















 もっとも、『人われを大工と呼ぶ』が出版された 1930 年は、谷譲次の「め


























いたのだが、1928 年 3 月-1929 年 6 月の欧州への取材旅行から長谷川海太郎
が帰ってきてからは、『海のない港』（1929 年 9 月から 1930 年 12 月まで雑
誌『朝日』に連載）を皮切りとする都会ロマンス小説、および実録ものの『世
界怪奇実話』シリーズ（1929 年 10 月から 1933 年 3 月まで断続的に『中央
公論』に掲載）を執筆する際の筆名となってゆく。長谷川海太郎がもっとも
売れたのは各紙誌に連載された都会ロマンス小説の書き手としてだったせい






































































ヒントを与えたと言われる小市民映画の名品『明日は来らず』（Make Way for 
Tomorrow、1937）およびスクリューボール・コメディ『新婚道中記』（The 
Awful Truth、1937）──の脚本家としてだろう。彼女がハリウッド入りす
る原因となったのは、Bad Girl（1928）、Loose Ladies（1929）、Kept Women
（1929）といったサジェスティヴな題名と当時としては大胆な性描写を持つ





















































…the girl made a funny little clicking noise with her tongue and told 
her companion in disconcertingly loud tones that she just loved nervous 














〔 18 〕 
気がつかない。（訳 12-13） 
 

























あって、原文も “She was thinking of what it would be like to be a bad girl”、









…he looked at her face and found that her eyes had been waiting to 
meet his. “Do you mean that you are going to let me?” 
  “I guess so, Eddie.” Pause. “Yes, I’m going to let you.” 
  “Now?” 
  “If you want to.” 

































明日は自分の結婚日」（訳 165）。実は原文は、“Yes, tonight was all mapped 









































Did you ever notice that when there’s something unpleasant to do it’s 
always covered up with s lot of glamour commonly known as bologna? 
It’s good for the world that the women should have babies; so they kept 
the fiction moving about dear little baby hands, beautiful motherhood, 
a woman’s true mark of distinction, and so forth. It’s good for the world 
that our men should go and be butchered and starved and diseased in 
their God damn armies; so we hear about glory and bravery and 





































〔 23 〕 
 牧訳の『バツド・ガール』の中には、原作にない「プロレタリア」という
語彙が冒頭から頻出している。遊覧船で出会ったダツトといい雰囲気になり











デイ・コリンス夫人」（訳 206、原文では “lucky little Mrs. Collins”［83］）
がタイピストの仕事に戻ろうとすると、エデイは「馬鹿つ！ 俺を何だと思
つてるんだ。女一匹養へないと言ふのか」（訳 206、原 83 もほぼ同じ）と怒
鳴りつける。新婚家庭にエドナから家具を寄付されることへの反発を含め、



























りふを見てみよう。原文は “Gee, Sue, everything that’s worth having hurts 
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〔 28 〕 
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【付録 3】 『人われを大工と呼ぶ』における聖書引用異同箇所一覧 
 
〔 30 〕 






原なし谷 64 ルカ 6:24-26 の挿入 
原 78 谷 66 マタイ 19:14 原文は聖書を改変しているが、谷は元に戻して
いる 
原なし谷 72 マタイ 5:17 の挿入 
原なし谷 74 ルカ 4:8 の挿入 
原 95 谷 81 マタイ 12:34 原文は直接引用なしだが、谷は（多少略しつつ）
復活させている 
原なし谷 85 マタイ 10:8 の挿入 
原 99 谷 86 マタイ 10:9 原文は直接引用なしだが、谷は復活させている 
原 102 谷 88 ルカ 4:5-8 原文が省略した後半部を谷は復活させている 
原 107谷 92 マタイ 26:34 谷は同箇所をカアペンタアに二度言わせている 
原なし谷 99 マタイ 26:69-75 谷は聖書原文（ペテロの否認）を説明とし
て挿入 
原 120谷 103 マタイ 7:11 原文は直接引用なしだが、谷は（多少略しつつ）
復活させている 
原 123 谷 106 マタイ 10:16-22 原文は直接引用なしだが、谷は復活させて
いる。ただし多少改変と省略あり。 
原 135 谷 117 使徒行伝 17:24 原文は略して引用しているが、谷は略なし
に戻している 
原 136 谷 118 マタイ 21:12-13 原文は 13 だけだが、谷は 12 を復活させて
いる 
原 140 谷 121 マタイ 23:1-33 シンクレーアによる要約を、谷はほぼ聖書
の言葉通りに戻している 
原 150 谷 129 ヨハネ 19:26 直接引用なし 
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〔 31 〕 
原 153 谷 131 マタイ 19:16 （正しくは 19:22）谷は前後をつけ加えている 
原 164 谷 140 マタイ 11:5 原文は直接引用なしだが、谷は復活させている 




原 164 谷 140 ルカ 19:40-44 谷は 19:41-42 を復活させ、シンクレアの書
き換えを元に戻している 
原 167 谷 142 マタイ 5:44 原文は直接引用なしだが、谷は 44-47 を復活さ
せ、さらにマタイ 5:9 を途中に挿入している 
原 175 谷 150 マタイ 26:7-13 谷は前半部を復活させている 
原 182 谷 155 ルカ 20:20 原文は直接引用なしだが谷は（キリストの一人
称語りに変換しつつ）復活させ、シンクレーアの原作でカアペンタア
が言う Let a man live so that the world will believe him and not his 
enemies. というせりふ（聖書になし）をマタイ 26:24（生れざりしな
らば）と置き換えている 
原 195 谷 166 マタイ 26:52 原文は 52 の後半のみだが谷は 53-52 の順に
引用している 
原 202 谷 171 マルコ 14:36 原文は 36 節の一部だけだが、谷は全体を引用
している 
原 203 谷 172 マタイ 10:28 谷は 27/26 節を前後に付け加えている 
 
 
本論文は人文科学研究所共同研究「「英語圏」の受容と変容－文学におけるア
ダプテーションの考察」（2011～2013 年度）の成果の一部である。 
